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浅
草

曳
舟

押
上

北
千
住

西
新
井

春
日
部

東
武
動
物
公
園

東
武
日
光新

栃
木

東
武
宇
都
宮

下
今
市

赤
城

伊
勢
崎

東
小
泉

西
小
泉

館
林
太
田

葛
生

新
藤
原

大
宮

池
袋

和
光
市

川
越

大
師
前

坂
戸

小
川
町

越
生

伊勢崎線

伊勢崎線

日光線

佐野線

桐生線

小泉線

鬼怒川線
亀
戸
線

宇都宮線

野田線大師線

野田線

東上線

越生線

寄
居

亀
戸

船
橋

柏

浅
草

花
崎

東武鉄道路線マップ

花
崎

　

伊
勢
崎
線
を
走
る
電
車
が
、
久
喜
市
の
田
園
地
帯
を
抜
け
て
加
須
市
へ
入
る

と
、
花
崎
駅
に
到
着
し
ま
す
。
花
崎
と
い
う
地
名
は
、
地
理
的
に
古
利
根
川
に

突
き
出
し
た
「
端は
な

先さ
き

」
だ
か
ら
と
い
う
説
や
、
四
季
折
々
の
美
し
い
花
が
咲
く

か
ら
と
い
う
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
加
須
市
郊
外
に
広
が
る
住
宅

街
の
趣
。
大
学
や
高
校
が
集
ま
る
文
教
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
ひ

と
つ
。
海
が
な
い
埼
玉
県
で
す
が
、
花
崎
に
は
夏
に
な
る
と
、
長
さ
２
０
０
ｍ

の
「
渚
」
が
出
現
す
る
の
で
す
。

（
は
な
さ
き
）

水
と
遊
ぶ
・

水
と
遊
ぶ
・

水
に
踊
る

水
に
踊
る

煌
め
き
の
夏

煌
め
き
の
夏
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埼
玉
ゆ
か
り
の
芸
術
家
を

応
援
す
る
美
術
館

　

花
崎
駅
南
口
の
近
く
、
住
宅
街
の
中
に
そ
の
一
画
だ
け

昔
か
ら
の
武
蔵
野
の
森
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
よ
う
な
花
崎

城
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ

は
戦
国
時
代
に
花
崎
城
と
い
う
平
城
が
あ
っ
た
遺
跡
。
い

ま
も
公
園
の
北
側
の
水
堀
が
残
っ
て
い
て
、
水
鳥
が
遊
ん

で
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
梢こ
ず
えを
渡
る
風
に
し
ば
し
涼
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
サ
ト
エ
記
念
21
世
紀
美
術
館
。

「
日
本
庭
園
と
彫
刻
と
絵
画
の
美
術
館
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
北
埼
玉
地
域
初
の
本
格
的
美
術
館
と
し
て
平

成
13
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

庭
園
に
は
20
余
点
の
彫
刻
が
配
さ
れ
、
散
策
し
な
が
ら

自
然
光
の
中
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
同
館
に
は
国
内
外
の

近
・
現
代
美
術
品
が
約
１
０
０
０
点
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
毎
年
、
埼
玉
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
た
ち
を
紹

介
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
開
館
10
周

年
と
な
っ
た
今
年
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
『
埼
玉
ゆ
か
り

の
芸
術
家
展
〜
近
代
・
現
代
の
埼
玉
の
芸
術
家 

10
年
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
〜
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
芸
術
の
次
は
「
食
」。
加
須
は
「
朝
ま
ん
じ
ゅ

う
に
昼
う
ど
ん
」
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
昔
か
ら
小
麦
食
文

化
が
盛
ん
な
町
で
、
と
り
わ
け
う
ど
ん
の
歴
史
は
３
０
０

年
以
上
も
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
花
崎
駅
周
辺
に
も
加
須
手
打
う
ど
ん
会
の
加
盟
店
が

数
軒
あ
り
ま
す
。
店
ご
と
に
違
う
手
打
ち
の
技
や
秘
伝
の

味
を
食
べ
比
べ
る
の
が
醍
醐
味
。
最
近
で
は
市
民
の
ア
イ

デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
「
肉
味
噌
う
ど
ん
」
が
埼
玉
Ｂ
級
ご

当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
で
優
勝
。
加
須
う
ど
ん
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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渚
で
水
と
戯
れ
よ
う

加
須
は
な
さ
き
水
上
公
園

　

夏
の
花
崎
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
加
須
は
な
さ
き
水

上
公
園
。そ
う
、プ
ー
ル
で
す
。と
い
っ
て
も
タ
ダ
の
プ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
泳
ぐ
も
よ
し
、
遊
ぶ
も
よ
し
、
寛
く
つ
ろ

ぐ
も
よ
し
の
近
未
来
形
プ
ー
ル
な
の
で
す
。

　

ま
ず
は
長
さ
２
０
０
ｍ
の
人
工
ビ
ー
チ
に
気
持
ち
よ
い

波
が
打
ち
寄
せ
る
「
さ
ざ
な
み
プ
ー
ル
」。
ホ
ン
モ
ノ
の

渚
に
い
る
よ
う
で
す
。
対
し
て
流
水
プ
ー
ル
は
川
泳
ぎ
の

気
分
。
ひ
と
際
歓
声
が
上
が
る
の
は
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー

ル
」。
最
長
コ
ー
ス
は
１
０
０
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
本
格
的
な
水
泳
を
楽
し
む
「
多
目
的
プ
ー
ル
」

や
温
泉
気
分
の「
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ー
ル
」、そ
れ
に「
幼
児
プ
ー

ル
」
ま
で
備
え
て
い
る
の
で
、
泳
げ
る
人
も
泳
げ
な
い
人

も
、
大
人
も
子
ど
も
も
思
い
切
り
楽
し
め
る
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
、
ル
ア
ー
釣
り
が
で
き

る
大
き
な
釣
り
堀
が
出
現
。
ボ
ー
ト
遊
び
や
お
も
し
ろ
自

転
車
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど
、
一
年
中
遊
べ
ま
す
。

　

同
公
園
の
近
く
に
は
小
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

昔
か
ら
加
須
か
ら
久
喜
に
か
け
て
一
帯
の
農
業
を
用
水
路

と
し
て
支
え
て
き
た
青
毛
堀
川
。大
地
の
命
を
育
む
水
脈
で
、

江
戸
時
代
に
は
舟
し
ゅ
う

運う
ん

に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

花
崎
駅
の
北
口
側
に
は
、
大
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
さ

な
が
ら
ひ
と
つ
の
街
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
駅
の
す
ぐ
近

く
に
は
花
崎
北
公
園
。
広
々
と
し
た
緑
地
ス
ペ
ー
ス
が
気

持
ち
よ
く
、
近
隣
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
公
園
は
市
内
有
数
の
サ
ク
ラ

の
名
所
で
、
満
開
時
は
花
見
を
楽
し
む
市
民
で
賑
い
ま
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
花
崎
駅
前
郵
便
局
で
使
わ
れ
る
風
景

印
に
は
、
加
須
は
な
さ
き
水
上
公
園
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー

ル
と
花
崎
北
公
園
の
サ
ク
ラ
の
絵
柄
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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花崎データファイル
〈加須はなさき水上公園〉・・●交通＝花崎駅徒歩15
分　●プール開催期間＝７月16日(土) ～８月31日
(水 )９：00 ～ 17：00（7/16 ～ 8/16は～ 18：00
までの予定）　●料金（プール）＝大人700円／こど
も（中学生以下）200円 ＊７・８月はプールのほかにも
「バーベキュー広場」（10：00 ～ 16：00 ／火を使う
器具１点につき800円 ＊10人まで／道具・食材は持
ち込み ＊火気の貸出しはなし）、「バッテリーカー」（開
催期間・時間はプールと同じ／１回100円）、「おもし
ろ自転車」（10：00 ～ 16：00 ／大人300円、こども
200円 ＊各30分）、「パターゴルフ」（7/19(火) ～の
平日／ 10：00 ～ 17：00 ／大人500円、こども300
円／ 8/15・8/16休み）等もあり。 ＊プール以外は月
曜休み（祝日の場合は翌日）＊開催期間・営業時間は
変更になる場合があります。
問☎0480-65-7155
〈サトエ記念21世紀美術館〉・・●交通＝花崎駅徒歩
15分　●開館時間＝10：00 ～ 17：00　●休館日
＝月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替え期
間　●入館料＝一般900円／大学生・高校生700
円／小中学生600円／障がいのある方500円／未就
学児無料 ＊９月４日(日)まで『埼玉ゆかりの芸術家展
～近代・現代の埼玉の芸術家10年の活動を振り返っ
て～』を開催中。
問☎0480-66-3806
〈前乃家〉・・●交通＝花崎駅徒歩10分　●営業時
間＝11：00 ～ 20：00　●休業日＝水曜
問☎0480-65-7179
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さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
息
づ
く
鉄
道
。「
シ
ネ
マ
・
ト
レ
イ
ン
」

で
は
鉄
道
が
印
象
的
に
登
場
す
る
映
画
を
紹
介
し
ま
す
。

C
I
N
E
M
A

T
R
A
I
N

マンスリー
ク　ロ　ス
図書カードが
当たる!!

※ ご応募いただきました方の個人情報は、「マンスリークロス」当選者への賞品発送
および「ボイス」掲載者への粗品進呈以外の目的で使用することはありません。

☆6月号の答えは
　『ニユウバイ』
　でした。

※ヒントを読んでマス目をうめ、Ａ～Eのことばを
　アルファベット順に並べてください。それが答え。

【応募方法】
クロスワードの答えと住所・氏名・年齢・電話番号・入手先を
書いて、以下の宛先へ（「ボイス」へのお便りがある方は、併
せてどうぞ。その場合は、「ボイス」と書いて投稿してください。
ペンネーム希望の方は、そちらもお書きください）。
〒131-8522 東武鉄道広報部「マンスリークロス」係（住所
不要）正解者の中から抽選で10名様に図書カードをプレゼン
トします。当選者は賞品の発送をもって代えさせていただきま
す。締切は7月20日（水）当日消印有効です。

●タテのカギ
１　花崎駅が最寄り。○○○記念21世紀美術館
２　加須市はこの食べ物で有名
３　今年の７月２日は『武器よさらば』『○○○○と海』
　　などで知られる作家、ヘミングウェイの没後50年
４　オリンピックをこう呼ぶことも
７　魔女の乗り物
９　種も仕掛けもございません
10　７月14日はフランス○○○○の記念日（パリ祭）
11　東武ワールドスクウェアにもある「○○○の長城」
12　「一寸先は○○」
14　京都・八坂神社の夏祭り。○○○祭
16　○○と陽

●ヨコのカギ
１　○○○をよく見てから横断歩道を渡ろう
３　「○○○読みの○○○知らず」
５　ウナギ屋さんは大忙し。○○○の丑の日
６　毎年夏、板橋区立美術館で開催される「イタリア・
　　ボローニャ国際○○○原画展」（P17 参照）
８　地球は 24 時間近くかけて１回転している
10　お店の手配や人数調整。飲み会の○○○さん
11　化けの皮が剥がれること。「○○○○を現す」
13　時化（しけ）の反対
15　夜がまだすっかり明けきらないとき
17　便利な機械。パソコンや携帯電話も、文明の○○
18　これを中国から伝えた僧侶の名が付いた○○○○豆

　

映
画
は
ま
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｆ
（
フ
ラ
ン
ス

国
鉄
）
の
列
車
清
掃
係
の
登
場
で
始
ま
る
。

彼
は
早
々
に
仕
事
を
切
り
上
げ
る
や
街
に

出
て
、
恋
人
探
し
に
精
を
出
す
と
い
う
お

気
楽
な
若
者
だ
。
そ
の
ナ
ン
パ
ぶ
り
の
顛

末
も
可
笑
し
い
け
ど
、
彼
は
、
こ
の
コ
メ

デ
ィ
を
彩
る
大
勢
の
中
の
１
人
に
過
ぎ
な

い
。
本
当
の
主
人
公
と
い
え
ば
、
近
郊
の

シ
ャ
ト
ー
に
住
む
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
族
た
ち
。

奥
様
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ド
レ
ス
姿

で
、
自
家
用
ヘ
リ
に
乗
り
奔
走
す
る
実
業

家
。
夜
ご
と
開
く
豪
華
な
パ
ー
テ
ィ
も
、

し
た
た
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
目
的
だ
。
年
頃

の
お
坊
チ
ャ
マ
は
、
毎
朝
近
く
の
小
川
か

ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
有
名
校
に
通
学
す

る
…
と
見
せ
か
け
て
、
実
は
ア
ル
バ
イ
ト

三
昧
。
街
の
危
な
い
な
ら
ず
者
や
浮
浪
者

と
も
付
き
合
い
、
自
由
平
等
を
実
践
し
て

い
る
。
美
人
の
メ
イ
ド
は
、
趣
味
の
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
活
か
し
て
窓
拭
き
す

る
し
…
み
ん
な
、
ど
こ
か
常
識
を
逸
し
て

い
る
。

　

そ
ん
な
奇
妙
な
人
た
ち
の
間
で
も
一
番

面
白
い
の
が
、
ご
主
人
様
だ
ろ
う
。
監
督

で
あ
る
巨
匠
オ
タ
ー
ル
・
イ
オ
セ
リ
ア
ー

ニ
が
自
ら
演
じ
る
こ
の
ご
老
体
は
、
常
に

酩
酊
状
態
で
、
ま
っ
た
く
屋
敷
か
ら
出
ず
、

ワ
イ
ン
片
手
に
大
好
き
な
鉄
道
模
型
に
興

じ
て
過
ご
す
。
そ
の
立
派
な
鉄
道
模
型
が

走
り
回
る
部
屋
に
、
あ
る
日
、
迷
い
込
ん

で
き
た
酒
好
き
の
浮
浪
者
を
招
き
入
れ
、

と
も
に
高
ら
か
に
人
生
を
歌
い
乾
杯
す
る

シ
ー
ン
は
抜
群
、
全
編
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
な
っ
た
。
意
気
投
合
し
た
ご
両
人
は
、

や
が
て
こ
の
俗
世
界
を
捨
て
て
、
タ
イ
ト

ル
通
り
の
ん
き
で
幸
せ
な
舟
旅
に
出
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

　

制
作
年
度
こ
そ
ち
ょ
っ
と
古
い
け
ど
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観
て
も
上
質
な
ユ
ー
モ
ア
は
新

鮮
。
大
人
の
夏
休
み
の
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
、

今
も
有
効
で
す
。

 

（
99
年  

仏
・
伊
・
ス
イ
ス
）

〜
片
道
15
分
の
奇
跡
〜
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素
敵
な
歌
と
舟
は
ゆ
く
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